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Abstract 


Mosquito surveys were carried out in Ishikawa City, Okinawa Main Island from 
January, 1968 by dry-ice traps, light traps, at cowsheds, pigsties, henhouses, human 
dwelling houses, and stables to the end of the year. By the former four methods, 
collections were continued till the end of April, 1970. C. tritaeniorhynchus summoro- 
sus is the most abundant in every cases. Ae. vexans nipponii is very abundant in dry- 
ice trap. An. tessellatus is collected by nearly only dry-ice trap. C. p. fatigans is high 
in relative abundance in light traps, at henhouses, and dwelling houses. C. meovishnui 
is high only in henhouses. Judging from the seasonal distribution of the females, fed 
ones, and males of C. t. summorosus, the gonoactivity of the females seems little 
affected by the shortening of day length in cold months and to continue feeding and 
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egglaying actively in warmer winter and slowly even in severe cold winter for Okina- 
wa. It is noteworthy fact that the habits of Okinawa summorosus is quite different 
from those of Nagasaki summorosus because the latter is, according to the observations 
of Dr. Kawai (1969), definitely affected by the shortening of day length becoming 
gonoinactive in spite of the environmental temperatures. 

The numerous and long lasting infections of Japanese encephalitis in pigs and in 
humans on Okinawa seem to have intimate bearing on the following facts : The gono- 
activity of Okinawa summorosus is maintatined during cold months in spite of the 
shortening of day length; the population density of this mosquito seems rather low 
and much fluctuated, owing to that the paddyfields are very small in area and scatter- 
ed among vast farm lands; the pigs are being raised rather in small scale, indepen- 
dently of the places being in ricefield area or in farm land; and consequently there 
remain at any time some number of susceptible pigs depending on the places where 


they are being raised. 
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沖縄 に 於 ける 日 本 脳炎 の 流行 は , 九州 以 北 に 於 ける 
より ゃ 早く 始ま り 遅 くま で 続く . M&A 10 万 対 届 
出 患 者 数 は 衛 か に 多い . この こと は 近年 急速 に 明らか 
に され て きた 豚 及 び 人 の 抗体 保有 状況 か ら も 首 表し 得 
る 所 で ある が , 沖縄 に 於 いて も 主 な 伝搬 骨 と 考え られ 
る Culex tritaeniorhynchus summorosus の 発生 量 並 び 
に その 消長 に つい て は 殆 ん ど 見 る べき 調査 結果 の 報告 
が な く , 僅か に 岸本 等 (1965, 1969) の Light trap 
に よる 報告 が ある に 過ぎ な い . 面 も その 採集 数 は 日 本 
で の 諸 研 究 者 の も ゃ の と 比較 する と 余り に ゃ も 少ない. 著 
者 は , そこ で , Light trap の 他 に Dry-ice trap, Æ 


mul 


& KE, 馬 小 舎 , 鶏舎 , 人 家 待 で 1968 年 1 月 か ら 
定期 的 に 採集 を 始め , 特に Dry-ice trap, 牛舎 , 豚 
舎 及び Light trap で は 1969 及び 1970 年 の 4 月 所 
採集 を 続け , «RRR C. t. summorosus の 冬期 に 
於 ける 消長 , 吸血 活動 等 に 就 いて 調べ た 結果 , 極め て 
興味 の ある 知見 を 得 た の で , ここ に その 調査 結果 に つ 
いて 報告 する . 

稿 を 進め る に 当り , 終始 御 指導 を 頂き 原稿 の 校閲 を 
賜っ た 恩師 大 森 南 三郎 教授 に 心から 感謝 の 意 を 表し , 
研究 上 の 援助 を 受け た 宮城 一 郎 博士 及び 和田 義人 助教 
授 に 謝意 を 表す る . 


Il 採集 場所 及び 方 法 


ER BML EDS 1968 年 勤務 し て いた 石川 保健 所 
管内 の 石川 市 の 周辺 部 で , 沖縄 本 島 と し て は 特に 水田 
が 多く , 日 脳 患者 の 発生 も 早く , その 数 も 多い 地方 と 
し て 知ら れ て いた 所 で ある . 石川 市 は 沖縄 本 島 の 中 部 
REA ICH), 総 面 積 1.914 ha, その らち 水田 
が 僅か に 131 ha T, 砂糖 キビ に, パイ ナッ プル その 
他 の 果樹 , 野菜 類 の 畑地 は 392 ha で 畑地 に 対す る 水 
田 の 比 は 僅か に 0.33 倍 に 過ぎ な い . それ で も 石川 地 
区 は 北部 沖縄 と 同様 , 沖縄 と し て は 水田 面積 の 特に 多 
い 地区 で ある . この 石川 市 に は 所 調 狭義 の 石川 市 GR 
後に で きた 市 街 地 ) の 外 に 伊波 , BFK, 山城 , HE 
納 等 の 字 か ら な る . 


ie DEB PL し て 選ん だ EE Light trap, 
豚舎 No. 1 等 は 第 1 図 に 示し た よう に 市 街 地 の 北西 部 
の 主として 農家 の 集合 地帯 に あっ た . その うち , Bh 
舎 で は 小 舎 の 中 に 入る こと が 出来 ず 小 舎 の 周辺 部 の み 
で 採集 し た の で , 採集 数 が 少な く , 馬 が 不在 の 時 は 採 
集 を 中 止 し た 。 Lignt trap は 最も 旧式 の New 
Jersey 型 の 20 ワ ッ ト の 白色 電球 を 付け た 直 経 約 50 
cm の も の で , 現在 日 本 で 使用 ほれ て いる Black 
light OSDCÉE iti: Light trap に 比較 し て 極め 
て 採集 能率 の 悪い も の で あっ た . 豚舎 No. 1 は 親 豚 2 
~ 3 頭 を 飼育 し て 居 た の で 1968 年 中 は ここ で 採集 し 
TAM この 豚 が 売却 され た の で 1969 年 か ら は 豚舎 
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No.2 で 採集 し た . ここ は 石川 層 場 の 近く に あり 約 
60 頭 の 豚 が 飼育 され て いた . この 豚舎 No. 2 は 水田 地 
帯 の 真 近 に あり 牛舎 か ら 約 200 m, 市 街 地 へ は 約 300 
m の 距離 に あっ た . Dry-ice trap No, 1 は 1968 年 
1~6 月 迄 は 上 述 の 居 場 に 近く , 牛舎 へ 約 200 m, 市 
街 地 へ 約 400 m の 水田 地帯 の 真中 に 設置 し た が , TR 
集 能率 が あま り よ く な い 事 が 分 っ た の で , 7 月 か ら 
は D.I. No.2 地点 に 変更 し た . CCU ERATOR 
に あっ て 市 街 地 へ は 約 800 て 1000m, 水田 地帯 に 散在 
する 農家 へ は 約 500 m の 地点 で , 水田 地帯 , 砂糖 キ 
ビ 畑 に 連なり , 付近 に は 小 豚 舎 も あっ て , MOR 
所 , 特に C. t. summorosus の 採集 場所 と し て は 最も 
適当 と 思わ れ た 所 で あっ た . 

鶏舎 No. 1 は 1968 年 1 月 の 途中 迄 市 の 西方 周辺 の 
一 農家 の も の を 利用 し た が , 始 ん ど 山 が 採集 出来 な か 
っ た の で 中 旬 以 後 は , 市 街 地 か ら 約 2 km 離れ た 宇 出城 
o, Ey 400 羽 の 鶏 を 飼育 し て いた 鶏舎 No. 2 に 変更 し 
た 。 こ の 山城 部 落 で は 数 軒 の 人 家 を 選ん で 定期 採集 を 
試み た . この 部 落 は 少し 高台 に ある 住宅 地 で ある が 南 
方 の 低地 に は 下水 洪 や 水田 地帯 が あり , 農家 も 多い 部 
落 で あっ た 和牛 舎 は 市 街 地 の 西南 約 200 m の 地点 の , 
水田 地帯 に 取り 囲ま れ , 常に 8 一 10 頭 の 乳 生 が 養 わ れ 
TOT, 天 の 採集 場所 と し て は 好適 な 場所 で あっ た が か 
著者 の 都合 に より 1969 年 5 月 か ら 12 月 迄 採集 を 中 止 
し た 事 は 誠人 に 残念 な こと で あっ た . 

採集 方 法 : 牛舎 , KS, BS, 馬 小 舎 及び 人 家 で は 


日 没後 1~1.5 時 間 頃 か ら 夫 夫 1 人 で 15 分 間 ず つ 採集 し 
H, 人 家 で は 数 軒 で 採集 を 行い その 平均 数 を その 日 の 
採集 成績 と し た . Light trap は 原則 と し て 日 没 か ら 
日 出 まで 働か せ て 1 晩 中 採集 を 行っ た ・ Dry-ice trap 
は 日 没 の 30 分 前 に 所 定 地点 に 設置 し て 採集 を 始め 日 
没後 の 30 分 頃 数 の 飛来 が 殆 ん ど 認 め ら れ な く な る ま 
c, 即ち 約 1 時間 採集 を 続け た . この Dry-ice trap 
は 横 1.8, $t 1.0, BS 1.8m OASOBURT, P 
方 即ち 裾 の 部 分 を 10cm 地表 より 上 げ て 張り , 側面 の 
中 央 下部 を 約 50cm 切り 開き 山 の 侵入 を 容易 に し た ゃ 
DG この 敷 帳 の 中 で 約 2kg の Dry-ice か ら CO2 
ゲス を 継続 的 に 発生 せしめ た . COz ガス に 誘引 され た 
政 は 多く は 典 帳 の 中 に 飛び 込む が 周辺 部 を 飛び 如 る ゃ 
の も ある . これ ら を 吸虫 管 と 手綱 で 採集 し た ・ 

採集 は 原則 と し て 毎週 1 回 ずつ 継続 し て 行う 予定 で 
あつ た が 著者 及び 助手 (時 期 に より 1 一 3 名 ) だ け で 再 
ら 採 集 し た の で 各 場 所 で の 採集 を 同一 日 に 行う こと が 
出来 ず , X, 採集 者 や 家畜 所 有 者 の 都合 に よっ て , S 
集 を 一 時 中 止 し な けれ ば な ら な い 時 も あっ た . 多く の 
場合 同一 場所 で 週 一 回 , 又は 月 3 回 の 採集 を 行なっ た 
が Light trap の 場合 に は 月 に 3 ~17 回 の 不定 回 採集 
し た の で 必要 に 応じ 旬 又 は 月 毎 に 一 回 平均 を 出し , 人 
家 の 場 合 に も 数 軒 で の 平均 を その 日 の 採集 数 と し , V 
要 に 応じ て 旬 又 は 月 毎 の 平均 を 出し て , 色々 な 方 法 で 
採集 し た 成績 を 同一 level で 比較 出来 る 様 に し て 表 
PLE. 
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種 採集 場所 は 第 1 図 に 示し た 通り で ある . 今回 の 調査 
を 通じ て 採集 され た 典 の 種類 は MET, TORFA 
び 完 全 な 種 名 は 次 の 通り で ある . 

Ae. albop. = Aedes albopictus 


Ae. vexans = Aedes vexans nip poni 
An. sinen. = Anopheles sinensis 
An. tesse, = Anopheles tessellatus 
Ar. subal. = Armigeres subalbatus 


C. bitaen. = Culex bitaeniorhynchus 
C. fatig. = Culex pipiens fatigans 
C. hayash. = Culex hayashil 

C. sitien, = Culex sitiens 

C. tritaen. = Culex tritaeniorhynchus 


summorosus 


C. neovish, = Culex neovishnui 


(Syn. C. pseudovishnut ) 


C. vorax = Culex vorax 
M. ochiac. = Mansonia ochracea 
M. unifor. = Mansonia uniformis 


-RDONOP, Light trap で 採集 し た も の で は , 
C. tritaen, と C. neovish. の 区 別 が 極め て 困難 で あ 
る た め に 区 別 せ ず に 後者 を 含め た 前 者 の 数 で が し た ・ 
1968 年 ES, AR, 豚舎 , 馬 小 舎 及び 牛舎 で 採れ た 
C. tritaen. と C. neovish, の 割合 は 夫 夫 35.7, 16.7 
%, 3.7%, 2.8% 及び 0.44, 平均 4.4 め で あっ 
た が , この 区 別 も 必ず し も 容易 で は な い の で , 1969 年 
以後 , Dry-ice trap, A, 豚舎 及び Light trap で 
の 採集 で は すべ て C. neovish, を 含め て C. tritaen. 
と し て その 数 を 示し て ある . 
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Fig. 1. Map of the sites where mosquito sur- 
veys were carried out in and around the 
urban area of Ishikawa City, Okinawa 
Main Island. 
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19688 1 月 か ら 124320 1 年 間 , Dry-ice trap, 
Light trap, BÉ, AX, FE, 豚舎 及び 馬 小 舎 等 
で 採集 し た 各種 帆 の 合計 数 及び 各 採 集 方 法 毎 の 骨 族 構 
成 を 示す と 第 1 ROW) CHS. 

既に 述べ た よう に Dry-ice trap で は 日 没 前 後 約 1 
時 間 , Light trap で は 日 没 か ら 日 出 迄 , その 他 の 場 
合 に は 日 没後 の 1 ~1.5 時 間 頃 た に 夫 夫 1 人 で 15 分 間 採 
集 し た も の で あり , 7 種 の 採集 方 法 は 必ず し ゃ 同じ 日 
に 行わ れ て お ら ず , 夫 夫 の 採集 回 数 も 同一 で は な い の 
で , 採集 され た 絶対 数 を 比較 する 事 は 意味 が 少な い が , 
大 体 の 傾向 は 知る こと が 出来 る . 各 方 法 に よる 一 回 平 
均 の 採集 数 は , Dry-ice trap で は 約 4002 2 で 最も 
多く , 牛舎 で は 81, 豚舎 で は 14.5, と 急 に 少な く な る . 
更に 鶏舎 , 馬 小 舎 , Light trap 及び 人 家 で は 夫 夫 , 
12.0, 6.3, 5.0 及び 3.79 9 と 非常 に 少な い . これ 
ら の 数 字 は 日 本 内 地 で の も の と 比較 する と 非常 に 少な 
い が そ の 原因 に つい て は 後 で 言及 する こと に し た い . 
山 族 の 構成 を , 7 種 の 採集 方 法 で 得 た 各種 ? MOK 


Table 1. Comparison of relative abundances of mosquitoes collected by various methods 
from January through December of 1968 in Ishikawa City, Okinawa Main Island. 

p Dry-ice trap|Light trap| Henhouse | Dwelling | Cowshed | Pigsty Stable Total, 

a No. | % No % No % |No| % |No| % |No| % No % | No. | % 
f 
Ae. albop. | 26 0.16, 4| 0,69 0 30 22.90 0 | 4 0.48) 5 2.94 69 0.32 
Ae. vexans 4803 29.36] 10 1.73 11| 2.18 0 221 8.02 19 2.30 4 2.35) 5068| 23.77 
An, sinen. 1189 7.27 23) 3.99| 37) 7.33 10 7.63 147| 5.34 48 5.82 14| 8.24 1468 6.89 
An, tesse. 221 0.13 0 0 0 1 0.04 0 0 23 0.11 
Ar. subal. 1000 0.61| 4 0.69 23 4.58 40 30.53, 1 0.04 31 3.760 0 199| 0.93 
C. bitaen. 29 0.18 0 8 1.58 0 1| 0.04 7| 0.85 0 45 0,21 
C. fatig. 173 1.06| 277 48.01 107 21.19} 25 19.08 13 0.47 63 7.64 6 3.53 664 3.11 
C. hayash. 1) 0.011 0 0 0 0 0 0 1| 0.00 
C. sitien, 1 0.01 0 0 0 0 0 0 1 0.00 
C. tritaen. 9703 59.32| 252 43.67| 200| 39.60) 20| 15.27/2357 85.58 625 75.76) 137 80.59! 13294) 62.36 
| 

C. neovish, 88 0.53) 1) 111 21.98 4 3,05 10, 0.36 24 2.91 4 2.33 239 1.12 
C. vorax 0 1 0.17 0 0 0| 0 0 1 0.00 
M. ochrac. 3 0.02 0 0 0 0 0 0 3| 0.01 
M. unifor. 22: 1.33 6| 1.04 8 1.58 2 1.53) 3 0.11 4 0.48 0 244 1.14 

Total 16357,1100.01, 577) 99.99 505| 99.99| 131| 99.99/2754/100.00| 825/100.00 170100.00 21319 99,99 
No, coll. 2) 41 116 42 35 34 57 27 352 
No, spp. 3) 13 8 8 7 9 9 6 14 

Remarks. 1): The females of C. neovish. are included in those of C. tritaen., 


because it was very difficult to distinguish the two collected by light traps. 


の ナミ 
3: 


Number of collections made throughout the year of 1968. 
Number of mosquito species obtained by each collecting method. 
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計 に つい て みる と C.t. summorosus の 比率 が 断然 高く , 
Ae. v. nipponii が 可 成 り 高 い . 次 いで An, sinensis, 
C. p. fatigans, M. uniformis, C. neovishnui, Ar. 
subalbatus 等 が 低 率 な が ら こ れ に 続き , その 他 の も の 
は 極め て 少な いか 稀 で ある . 然し , 各 採集 方 法 毎 に そ 
の 構成 を みる と 興味 の ある 相違 点 の ある 事 が 判る . 
Dry-ice に は Ae. v. nipponil と An, tessellatus が 
他 の 方 法 に 比べ て 顕著 に 多く , M.ochracea, C. haya- 


shii, C. sitiens 等 は この 方 法 に よっ て だ け 採 れ て いる . 


特に An. tessellatus は 最近 著者 等 (宮城 他 , 1968) 
が 沖縄 に 於 ける 分 布 を 始め て 報告 し た 種類 で ある が 殆 
AE Dry-ice の みみ に 誘引 され , 牛舎 で 極め て 稀 に し 
か 採集 され な か っ た 事 が , 従来 本 種 の 沖縄 に お ける 分 
布 が 判明 し な か っ た 理由 だ と 考え られ る . この よう に 
し て Dry-ice trap で は 本 調査 で 採集 され た 総計 14 
種 の うち 殆 ん どの も の が , 面 も 疫学 的 に 重要 な 種類 が 
極め て 多数 に 採集 され た こと は 特に 興味 の ある こと で 
ある . 

Light trap で は C. t. summorosus と C. p. 
fatigans が 特に 多数 に 採集 され , 鶏舎 で は C. t. 
summorosus の 他 に C. neovishnui 及び C.p. futigans 
が 比較 的 多数 に 採集 され る 事 は 興味 が ある . 人 家 で は 
C.p. fatigans が 最も 普通 に 採集 され る が , Ae. albo- 
pictus, Ar. subalbatus, C.t.summorosus の 数 も 比較 
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発生 源 が 特に 多かっ た た めで あっ て 一 般 的 に は C. t. 
summorosus は 人 家 へ は 多く は 侵入 し な い . 牛舎 で は 
C. t. summorosus が 圧倒 的 に 多く , その 他 の も の は 
比較 的 少な い が , 飛来 する 山 の 種 類 数 は 豚舎 と 共に , 
Dry-ice trap の 場合 に 次いで 多い 、. 

豚舎 で は C. t. summorosus が 特に 多く , その 他 の 
も の は 特に 多く は な い が C. p. fatiga (日 本 で は 
C.p. pallens), Ar. subalbatus, C. neovishnui, Ae. 
v. nipponii 等 日 本 内 地 で 日 本 脳炎 ウィ ルス の 自然 感 
染 を 証明 ( 林 他 13 氏 , 1966 及び 七条 他 7 氏 , 1968) 
され て いる も の が 揃っ て 可 成り 採集 され る こと は 特に 
注目 に 値する . 馬 小 舎 で は 採集 回 数 が 少な か っ た の で 
絶対 数 は 少な い が C. t. summorosus が 非常 に 多く , 
その 他 の 遇 は 多く は な い が 豚 舎 の 場合 に 近い 構成 を 示 
す 事 は 興味 が ある . 然し , 現在 は 沖 纏 に も 馬 は 殆 ん ど 
いな く な っ て いる の で 日 脳 と の 関係 は 殆 ん ど な い と 考 
えて よい . 

Dry-ice に Ae. v. nipponii, An, tessellatus, M. 
ochracea 等 が 特に 多く 誘引 され , C. neovishnui 2538 
に 特に 多く 集まる こと は 沖縄 で の 新知 見 で ある が , C. 


p. fatigans が Light trap, 鶏舎 及び 人 家 に 多く , 
C. t.summorosus DE, W, 馬 に 特に 高 率 に 誘引 され 
る 事 は 予想 通り で , 日 本 内 地 に 於 ける と 同様 で ある . 

(2) 各種 採集 方 法 に よっ て 採集 され た 収 数 及び そ 

の 中 の 吸血 下 数 に つい て 

採集 個体 数 が 多く , 重要 な 5 WARD, 4e. v. 
nipponii, An, sinensis, Ar.subalbatus, C.p. fatigans 
及び C. t. summorosus に つい て 各 採 集 方 法 で 採集 し 
た 月 毎 の 回 数 , * BRL, CONDS X06 
表 数 を 表わす と 第 2 て 8 表 の 通り で ある . これ ら の 表 
orn, 第 2 表 は Dry-ice trap, £833 Light 
trap, 第 6 表 は 牛舎 , 第 7 表 は 豚舎 で , KA 1968 年 
1 月 か ら 1970 年 4 月 迄 継続 し て 採集 し た 成績 で ある . 
著者 の 都合 に より , 或 る い は , 和牛 舎 や 豚舎 の 持 主 の 都 
合 に よっ て 採集 出来 な か っ た 月 も ある が , 幸い に し て 
冬期 間 の 採集 は 3 ヶ年 共 大 体 に 於 いて 行い 得 た の で , 
これ ら 4 種 の 方 法 で 採集 し た 成績 は , 更に , 旬 平 均 と 
し て 図示 し て , 各 年 毎 の 旬 平 均 気温 と 比較 し て 冬期 に 
於 ける 山 の 活 動 性 に つい て 考察 する が , ここ で は , 各 
採集 方 法 毎 に , ERCK LTH RRORRO 8 we 
の 数 と , それ ら が 採集 され た 時 期 と 意味 に つい て 吟味 
する . X, 鶏舎 , 人 家 及 び 馬 小 舎 で は 1968 年 の み し か 
採集 し な か っ た の で これ ら の 成績 を 第 4, 5, 及び 8 
表 に 示し , 夫 夫 の 場合 に つい て 吸血 率 及び 性 比 を 吟味 
TA. 

Dry-ice trap Titono RHE 5) 4 GRO 
が 採集 出来 る が , 多く 採集 され る 場所 は 部 落 内 や 畜舎 
の 付近 より は , 山 脚 や 丘陵 に 近い 土 堤 や 石垣 等 の 多い 
所 で あっ て , 理論 的 に は 未 吸 血 の 個体 の み が 採 集 さ れ 
る 筐 で ある と 考え られ る が , 多く の 場合 , 極め て 少数 
の 吸血 @ が 採れ て いる . これ は , 日 没 項 か ら 採 集 者 を 
刺す 個体 が あり , 又 , 山 帳 の 周囲 を 手綱 で 採集 する 際 
に 付近 の 畜舎 で 吸血 し て 飛 克 中 の も の を 過 然 に 採集 す 
る 機会 が ある 事 な ど に よる も の と 考え られ る . 

第 3 表 は Light trap で の 採集 成績 で ある が , 日 
本 各地 で の 採集 成績 を みる と 吸血 し た 軸 の 率 は 極め て 
まち まち で ある . 然し , 畜舎 内 で Light trap を 使用 
し た 場合 に は 大 多数 の も の が 吸血 し て いる と 報告 され 
て いる 所 を みる と , Light trap は ほそ の 設置 する 場所 
(に よっ て 吸血 し た も の が 入る 割合 に 大 き な 差 の ある 事 
が 考え られ る が , 本 実験 で は New Jersey 型 の 大 型 
trap で 20 watt の 白色 電球 を 付け た も の を 人 家 の 
庭 の ュ ン クリ ー ト 扉 の 内 側 に 設置 し た こと が , HR 
が 極端 に 少な い ば か り で な く , 吸血 し た も の も 非常 に 
少な か つた 原因 で あろ うと 考え られ る . 
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Table 2. Total number of females, fed ones out of those, and males by month of 
dominant five species collected by a dry-ice trap from January, 1968 to 
April, 1970 in Ishikawa City. 
No. of Ae. vexans | An, sinen. | Ar. subal, C. fatig. C. tritaen. 
Year Month ON Total Fed No. Total Fed No. Total Fed No.|Total Fed No. Total Fed No. 
99. 9:9 78.8 FF LF E| PL FF E88 FO FF EG FF PY G8 
1968 | 2 "-EE ux mcg 200 
I 2 を OO 8 00 0 CO 00 Od. dec 20. SO Ma. 0 9 
Il 3 Bl. 0 c0] 23 0 0 0 0 0| 25 0 0/94 0 1 
MM 3 22 0 0| 19 0 0 1 0. | qn 297 o IA. WS 9 
y 3 69 0 0 | 20 6 0, 10 0 19; 16 4 16| 118 4 3 
M 4 207 4 0 4 0 0| 6 0 OL] 34 1 2| 364 0 1 
MI 4 12008 4 0| 20 0 o] 40 O 0| 35 0 1] 98 1 2 
VI 2 131 1 0| B 0 0; 7 0 0 0 0 0|137 1 Ug 
K 1 367. 0 0j 24 0 0 9 1 0 2 0 0| 59 0 0 
X 4 809 21 0,192 0 0! 15 0 0| 15 0 013456 46 0 
X 5 763 14 0」 622 7 0 E GO Y 8 0 0/2417 25 0 
Ml 3 1005 16 1| 204 0 0 | 3 0 0 4 0 0| 73 1 0 
Total 41 4803 60 1/1189 13 0 | 100 1 20| 173 5 33/9789 78 8 
No. per time 
Feeding rate (%) 117.1 1.2 0.0/29.0 1.1 0 | 2:4 1.0 0.2| 4.2 2.9 0.2 B38.8 0.8 0.0 
& Sex ratio (8/2) | 
1969 I 3 1281 126 0|1030 16 0 4 0 0| 8 0 0/264 27 0 
I 3 4537 110 0| 492 0 0 0 0] 34 T 0/28 10 0 
I 2 4123 2 0f 52 0 0 0 0 0| NE 0! 20 0 0 
IV 2 187- Ak 01.204. 3. x9) € C9 OL, びす 70. 2.8185. る 5 
; p» | 
V = 
Vi = 
Vil = 
K = 
X = 
X = 
xI Eum 
Total 10 {10128 239 0,2258 19 0 4 0 0| 7 1 2/8024 40 0 
No. per time 
Feeding rate (75) 1012.8 2.4 0 228.8 0.8 0 0.4 0 0| 7.1 1.4 0.0 802.4 0.5 0 
& Sex ratio (8/9) | 
1970 | l 145 1| 48 0 0 o 0 Ma. 1 0 4 11 0 0 
I 9 857. — 0|161 1 0) 0 0 0) 32 0 0 249 1 0 
ll 2 143 28 0| 95 0 0 0 0 0 2 0 0| 327 0 0 
V 1 1255 0 10 94 4 0 0 0 0| 10 1 4! 18 0 ^ X) 
Total 6 3689 29 1| 3988 5 0 0 0 0, 45 1 8| 692 1 0 
No. per time _ lm ] 
Feeding rate (72) [614.8 0.8 0.0166.3 1.3 0 0 0 0] 7.5 2.2 025,9 0.1 9 
& Sex ratio (8/2) 
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Table 3. Total number of females, fed ones out of those, and males by month of 
dominant five species collected by a light trap from January, 1968 to 
April, 1970 in Ishikawa City. 
No. of | Ae. vexans | An. sinen. | Ar, subal | C, fatig. | C, tritaen, 
ear Monra:times Not Fed; No. Total Bed No, Total Fed. Nos Total ‘Red «No. Total Ned. No. 
22 99 ES 99 99 86,99 99 88 99 22 88 99 99 8 
1968 | 10 0v の 4 0 3 ^W] o 26 3 d O e 0 
I 3 0 0 NE o 0 aS 0 o a0 0 2 0 0 
I 7 0 0 0| 0 0 0; 0 0 0; 16 0 S| 1 0 0 
Iv 7 0 0 0 Qo 0 0 0 0 0| 19 1 20 t. e g 
y 3 o 0 00 0 0 ol 0 0 09 »ecW El の 6 o 
Vl 4 Pow 4 De we cm p^ xu comu dp. «ge Og. 0m ge dl 
Ji 4 0 0 0 Ó 0 0 0 0 Xo 8B 0 20 7 1 1 
Wo 15 6 一 3 2 = 0| 2 = 0| @ = 65| 87 = 58 
X 15 E. wo 4 $e dl He 2 4 ee 32| 110 = 56 
X 17 25 Bes E 4 D 1.7 
X 15 Qs 0 7 —- 0| 0- 0| 47 一 M 4 一 
Xl 16 0 一 0 4 一 1 0 一 1| 39 = 27] — 0 
Total 116 10 0 4| 28. 0 7l] 4 0 3] 27 303561252 1 147 
No. per time | E EGOEE ERA ‘a 
Feeding rate (%) 0.1 0.4; 0.2 0.31 0.0 81 2.4 lia 2 2 0.6 
& Sex ratio (8/9)| | (E e xl 
D MEME MU |o aM s M T 
I 16 4 一 12) 21 一 2| 0 = 0| 19 — 290| 23 - 2 
ll 15 33 = BU. i s En 0 = AA 150 12 — d 
IV 16 HL 1 737 M 0 ll M. 93| B -— 0 
y 15 OS ON 1 1 DL. 1l 1 e A 
M 16 ee À 6 — 2 1 — 0| 3 — 55 lo 一 1 
WI ME ME NE NM Y 2. s doh d s WO EX wma る 
W 13 | 0 一 2| 3 = ij 1 - 0| 2 - 5, 8 一 16 
K 15 3 - 0| 1- 1' 0 — 0| 47 - 28| 19 — 3 
X — 18 a x uu 19 | 1 M 
X 14 Tit he a age e. WM Sn um. cun A Gu ORAS uer. qme D 
Nl 16 19 一 4 19 一 4 | 0 一 0 6 一 13 2: € 0 
Total 187 153 — 79! 101 -— 66 4 — 1| 6M = 74| X3 一 44 
No. per time eo’ | IE o 
Feeding rate (77) | 0.8 0.5] 0.5 0.7 | 30:0 Su gT 1.1 1.4 0.2 
& Sex ratio (6/2)! g O g | | M DNE 
1970  ] E E DCN 2 1 4 一 0 
MEE MEME Qc 021 21. 
I 18 | 4 — 11 4 —- 0 0 = 0] 15 = 4| 2 = 0 
V — 23 Ti. oe E ちこ 9 | 9 se JU. 9 ue 329| cb SO 
Total 71 2 一 5| 3 - 16, 0 ~ 0 | 189 — 379 M 
No. per time a D = nM = 
Feeding rate (%) | 0.3 0.2 | 0.5 0.5| 0 o| 2.7 2.0 | 0.2 0 
& Sex ratio (8/9)| | 


E 
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Table 4. Total number of females, fed ones out of those, and males by month of 
dominant five species collected at a henhouse in 1968 in Ishikawa City. 
No. of Ae. vexans An, sinen. Ar. subal. C. fatig. | C. tritaen, 
Year Month n Total Fed No. Total Fed No. Total Fed No.|Total Fed No. Total Fed No. 
"192 22 88| 22 99 56| 22 22 88| 99 22 Bb) 22 22 BS 
1968 | 11 0 0 0 | 3 0 0 0 0 0 5 0 0 21 8 0 
I 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
ll B 0 0 0 1 0 0 0 0 0 10 3 0 3 0 0 
WV 5 2 0 0 S 0 0 1 0 1l 16 6 17 22 15 0 
Y 4 2 1 0 3 0 0 0 0 0 33 33 H 19 0 
V 3 0 0 0 1 1 0 0 0 0 37 17 0 24 9 0 
MI 3 5 3 0 4 1 0 7 0 0 1 0 0| 107 73 0 
Vill 1 0 0 0 0 0 0 2 2 1| Ü 0 0 4 2 0 
IX 2 0 0 0 2 2 0| 5 5 cO 1 1 0l B 18 9 
X 5 1 1 0 1 0 0 6 1 1 4 2 0| 6 52 0 
X l 1 0 0 17 0 0 0 0 0 0 0 0 15 0 0 
Xl 1 0 0 0 0 0 0 2 2 1 0 0 0 2 2 0 
Total 42 11 5 0 31 4 0 23 10 4 | 107 62 18| 311 185 0 
No. per time | 
Feeding rate (%) 0.345.5 01 0:9 10.8- 0| 0.543.5 0.2] 2.557.9 0.2! 7:4 59.5 (0 
& Sex ratio (3/2) 


Table 5. Total number of females, fed ones out of those, and males by month of 
dominant five species collected at dwelling houses in 1968 in Ishikawa City. 
No. of | Ae. vexans Zn. sinen. Ar. subal. C. fatig. | C. tritaen. 
Year Month times Total Red) No.| Total Fed: No. Total ¡Fed No Total Red: No. Total Ped: Nó. 
99 99 85| 99 99 560/99 99 88 FF 99 66) 29 22 68 
1968 1 11 E eG AOS sa 202 
II 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
n 3 0 - 94 o9 Gi € 7€. 00] c4 d. 0 2 X 0 
IV 6 0 0 0 1 0 0 2 0 2 3 I 2 3 1 山 
Y 3 0 0 0 0 0 0 0 0 3 2 2 2 0 0 0 
V 8 0 0 0 1 0 1 5 0 IM 3 0 0 0 0 
W 4 0 0 0 2 0 0 14 1 11 0 0 0 6 0 0 
Vill 4 0 0 0 0 0 Oj 16 0 10 1 1 0 1 0 0 
X = 
X 2 o co uy > nb us 0 が 0A iR 9.394. w 0» 9 
X 1 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 6 6 0 
Xl 1 0 0 0 0 0 0 2 2 1 0 0 0 0 0 0 
Total 35 0 0 0 10 1 1 40 3 54 25 7 d 24 10 1 
No. per time 
Feeding rate (%) 0 0 09.10.0.00 1.1 7.5 1.4| 0.7 28.0. 0.3| 0.7 41.7 0.0 
& Sex ratio (3/2) | 
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Table 6. Total number of females, fed ones out of those, and males by month of 
dominant five species collected at a cowshed from January, 1968 to 
April, 1970 in Ishikawa City. 
No. of Ae. vexans An. sinen. Ar. subal, C. fatig. C. tritaen, 
Tear Month! Himes Total Ped: No. Fatal Fed No Total Fed No. Total Fed No. Total Fed No: 
?9 99 86 22 99 88 99 99 BS 99 99 88 99 99 33 
1968 1 10 g 0 Q3 4 “Or d. 0 -€ - e @| 0 9 
i a | | 
i 2. 4 
N 1 O° DOLO A o wd» 0 3 3 0 0 0 0 
Y 1 1 0 0 0 0 0 o 0 0 0 0 0 0 0 0 
Y 2 0 0 0 0 0 0 Oe 0 0| 4 1 1 0 0 0 
Vl 1 70 46 0] 24 19 0, 0 0 3 0 0 0| 89 8 0 
MI 4 128 68 0 53 36 0 ps 0 0 5 0 01109 216 0 
K 6 12 3 0 3 2 0 0 0 0 0 0 0| 929 301 0 
X 3 $. Ge 3 6 5 0 0 0 020 0 0 0) ES 28 0 
X 5 0 0 11 3 0 0 0 0 | 1 0 0 735 A 0 
Xl 1 0 de 10 2 0 0 0 0 p. o Oh 4b €» 0 
Total 34 221 117 0| 147 87 0 1 0 0| 13 4 1 2367 568 0 
No. per time : | 
Feeding rate (%) 6.5 52.9 0| 4.3592 0| 0.0 0 01 0.430.8 0.1169.624.0 0 
& Sex ratio (8/9) - "m ュー th eae N ーー 
1969 |] i-e E Ud sot) 090 0 ト | AOL VOS 8 1 0 0? 4 9 0 
I 4 34 4 0 43 2 0 0 0 0 1 0 9| um 5 1 
Il 3 76 1 0) 31 2 0 0 0 d de 0 0| 29 1 0 
Y 3 & 3 0| 17 5 0 0 0 0 0 0 0 148 39 0 
y 2 45 1 0| 12 1 0 Du 0 of 1 0 0| 90 13 0 
Vl 1 8 7 0) 12 8 GF 0 0 0 0 0 0| 132 63 0 
Wl 2 33 20 0 5 5 0 D d Y 0 0 0| 12 5 0 
VI 2 30 12 0. 8 3 0 0 0 0 0 0 OF 4 B 0 
K 1 4 3 0| 24 21 0 0 0 0 0 0 0 4 2 0 
X 3 13 10 0 EC OE NM M. 0 0 0| 109 59 0 
X 4 20 19 0| 20 17 0 0 0 9 Bo 4 O Bt ï a8 
XI 4 144 135 0| 83 67 0| 0 0 Of 1 0 Of 13 10 0 
Total 32 429 226 0| 283 u5 0! 1 0 0| 15 4 01 768 220 1 
No. per time o j um l 7 i 
Feeding rate (%) | 13.4 52.7 0| 8.851.2 0l 0.0 0 01 0.5 26.7 0| 24.0 28.6 0.0 
& Sex ratio (3/2) g | i - | ud | | AN 
1970 ] 2 | 5 3 0」 29 19 0 0 0 0| 0 ol 4 2 3 
| 2 36. 30 Up. 48 0 9 X 0 p. WD Be 305 
i 4 36 31 0 | 147 139 0, 0 0), 10 29 5 0 3 2 pg 
y 3 23 22 Wy 115 111 0 e xp | 2.0 o 13 9 9 
Total 11 100 86 0! 335 312 0| 0 0 0| 34 6 0 E ip 
No. per time | 
Feeding rate (%) 9.1 86.0 0130.593.1 0| 0 0 4. 3.117.6 01 3,265.7. 0 
& Sex ratio (8/9) 
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Table 7. Total number of females, fed ones out of those, and males by month of 
dominant five species collected at a pigsty from January, 1968 to 
April, 1970 in Ishikawa City. 
No. of | Ae. vexans | An. sinen. Ar, subal, C. fatig. C. id 
vear Moniki Pa Total Fed No. Total Fed No.|Total Fed No.|Total Fed No.Total Fed No. 
| LL 99 8 FF 99 ô| FF 99 8| FF 9 $6 Fe 29 55 
1968 | 11 0 0 0 2 1 0 0 0 0 1 0 0 5 1 0 
I A | | 
n 5 1 0 Sm 1 0 0 0 0 0 2 0 of 7 0 0 
V 5 3 0 0 4 0 0 1 0 0 14 4 17 8 0 0 
Y 7 2 0 0 | 0 0 0 8 6 1 29 1 4 12 0 0 
Y 5 1 1 0 1 1 0 4 0 5 10 5 6| 28 27 0 
VW 8 4 1 0| 3 1 0 15 2 19 5 0 0 38 9 0 
Vil 6 5 1 0 11 5 0 3 0 1| 1 1 0, 292 27 0 
K 5 1 1 0 8 0 0 0 0 of 1 0 0 217 75 9 
X 3 1 0 0 1 6 1 0 | 0 0 0 0 0 0 35 15 0 
X 1 0 0 0| 0 of 0 0 oF 0 0 0| 5 0 0 
MI 1 1 0 0 11 7 0 0 0 0 0 0 o: 2 1 0 
Total 57 19 4 0 48 16 0 31 8 26 63 11 27, 649 155 0 
No. per time 
Feeding rate (%) 0.3 21.1 01 0.8 33.3 0. 0.5 25.8 83.9] 1.1 17.5 42.9 | 11.4 23.9 0 
& Sex ratio (5/9) | 
1969 ] = | | 
I 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 66 8 0 
I E | 
N = | | 
Y 1 0 0 0| 4 4 0 0 0 0 0 0 0 65 8 0 
wo - | | 
MI 1 21 6 Q 24 12 0 0 0 0 | 0 0 0 0 0 0 
Vil — 
X = 
X 3 6 4 0 10 6 0 0 0 0 0 0 Oo: 38 20 0 
X 4 6 6 0; 40 34 0 1 1 0 0 0 0 7 2 0 
XI 3 32 30 0| 53 38 0| 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
Total 14 | 65 46 01 131 94 0 | 1 1 0 1 0 0| 176 38 0 
No. per time | 
Feeding rate (%) 4670.8 0] 9.471.8 0| 0.1100.0 0| 0.1 0 Of 12.621.6 0 
& Sex ratio (8/2) | 
1970 | 2- q.v 3b € 20 dee Qu. 0 も 9 xx X 94 ow X $9 
] 2 20 19 0| 66 56 0 0 0 0 22 18 S 0 0 0 
Ti 4 | 26 2l 0 105 89 0 0 0 0 10 2 0 6 6 0 
V 3 5 3 O; 186 182 0 0 0 0; 1 0 9 40 37 0 
Total 11 55 44 O| 377 344 0 0 0 0 33 20 0 47 44 0 
No. per time | 
Feeding rate (%) 5.0 80.0 0 34.3 91.2 0 0 0 0) 3.0 60.6 O| 4.3 93.6 0 
& Sex ratio (8/9) 


沖縄 本 島 に 於 ける 日 本 脳炎 の 疫学 と 関連 し た , BORO ME EEOC EMMA EIC BT o ETE 


第 4, 8 及び 8 表 に 示す 鶏舎 , 人 家 及 び 馬 小 舎 で の 
成績 は , 山 の 種 類 に よっ て 吸血 率 は まち まち で ある が 
特に 高 率 で は な い . これ に 反し て , 第 6 表 及 び 第 7 表 

こ 示 す 和 牛舎 及び 豚舎 で は 一 般 に 吸血 率 が 高く , 特に 
An. sinensis と Ae. v. nipponii で 高 率 で ある . C. p. 
fatigans が 牛舎 や 豚舎 で 採集 数 も 少な く 吸 血 率 も あま 
り 高 く な い 事 は 寧ろ 当然 と 考え られ る が , 
morosus の 吸血 率 が 非常 に 高く は な いこ と は 蜜 ろ 奇異 
に 感ずる . この 事 は 本 種 の 吸血 に 来る 時 刻 が 多少 遅い 
の か , 吸血 後 舎 外 へ 出る の が 早い の か , 或 る みい は その 
他 の 原因 に よる も の か , 今 は 分 ら な い が , AÑO 9 Ww 
は Ar. subalbatus や Ae. v. nipponü より は 多少 
遅く 吸血 活動 が 始ま る こと は 事実 の よう で ある . 

人 を も 含め た 色々 の 動物 に 対す る 山 の 吸 血 嗜 好 性 は 
極め て まち まち で ある が , 概して いえ ば C. t. sum- 
morosus は 何れ の 場合 に も 最も 多く , 吸血 率 も 比較 的 
高い . C. p. fatigan は 鶏舎 で 特に 高く その 他 で は 中 
程度 の 吸血 率 を 示す . Ar. subalbatus は 採集 場所 付近 
に 於 ける 本 種 の 発生 場所 の 有無 に 大 き な 影響 を 受け る 
の で 場所 に よっ て 著しい 差 が みみ られる. An. sinensis 
は 牛舎 , 豚舎 で 特に 吸血 率 が 高く , 大 動物 嗜好 性 の 強 
い 事 を 示す . Ae. v, mipponii も 大 動物 嗜好 性 で ある 
が Dry-ice で 特に 多数 に 採集 され る 事 は 注目 に 値 す 


C. t. sum- 


Table 8. 
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A, 更に 又 , 本 種 は 野外 で は 人 か ら 盛 ん に 吸血 する が 
人 家内 へ 殆 ん ど 全 く 侵 入 し な い 事 は 特に 興味 の ある 所 
CHS. 


(3) $ の 採集 数 に つい て 

Dry-ice は 吸血 活動 と の 関連 に 於 いて , X, 人 を も 
含め た 各種 動物 へ は 吸血 の た め に 誘引 され る の で ある 
か ら , 8 は 誘引 され な いか , 極 く 少数 が 迷 入 する に 過 
ぎ な いと 考え られ る . BAL Light trap に は 周知 の 
如く 8 も 誘引 きれ る . 著者 の 調査 で は Light trap の 
設置 場所 は 第 1 図 に 志す よう に 近く に 水田 , 下水 , JI 
が あり , 下級 住宅 及び 農家 の 密集 する 市 街 地 の 東端 近 
くの一 農家 の 庭 で あっ た の で 各種 類 の 下 の 発生 場所 が 
真 近 に あっ た た めか , 何れ の 種類 も 8 BATT RM BR 
に 採集 され て いる . 特に Ar. subalbatus は 個体 数 は 
少な い が ed, X, C. p. fatigans は 6239€ 
ろ 多 く 採 集 さ きれ て いる . 種類 別に 見 る と C. p. fati- 
gans の 場合 に は , REDZOT ldo 8 BSS 
く 採 れ て いる 事 は 興味 が ある . 

これ ら 普 通 種 の * 山 の 冬 期間 中 の 吸血 状況 及び 8 瑞 
の 出現 状況 は 沖 纏 本 島 で の 成虫 山 の 越 年 形式 を 推定 す 
る 上 に 極め て 重要 な 資料 と な る が これ ら の 事 は 人 後 で 改 
め て 述べ て みた い . 


Total number of females, fed ones out of those, and males by month of 


dominant five species collected at a stable in 1968 in Ishikawa City. 


i 


No. of | Ae. vexans An. sinen. | Ar. subal, | C. fatig. C. tritaen. 

Year Month times Total Fed No.Total Fed No.Total Fed No./Total Fed No. Total Fed No. 

| eg 22 88 99 99 88 22 22 388 99 22 38 99 99 8S 

1888 1 10 | o o ol 2 o 0| 0 0 9, 0. 0 0| 1.0 0 
I = | | | | | 

I 2 0 0-01 X 9 Os 4x p ce s] TO 9 5 

W 1 | 0 0 Ọ 2 0 | 0 0 20 Qo s xe 上 9 

y 4 0 0 0! 0 0 EE X 0 1:4 E: 20 

V 2 6 05 OF mo E we al UE @ UO x c5 o9 
vl ー | | | | 

Vil 2 g^ 9 ol 5 0 0; 0 0 0l 1 0 0f 40 9 8 

K 4 Dee De TO 2 0 0 0 Dé. e 51 8 

X ae | cr OY ol o 0 E 3 0 
x — | i | 
Al i i | | 

Total 27 4 4 ol 14 i 0| 00 0| 6 2 5| 14 28 0 

No. per time E OE HCM op Gee eager O — , 

Feeding rate(%) at 300:07 30.7095 PA; VW 0 Bi 0 "02998 Oe 3502 19.97 0 
& Sex ratio (8/2)! | 
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(4) 主要 遇 類 の 季節 的 消長 

Dry-ice trap, 牛舎 , 豚舎 及び Light trap で は 
1968 年 1 月 か ら 1970 年 4 月 迄 継続 的 に 採集 を 続け た 事 
は 既に 述べ た が , 採集 回 数 と 期日 が 必ず し ゃ 同一 で は 
な い の で , 採集 成績 を 各 月 の 上 , 中 , 下旬 毎 に 平均 し 
て その 消長 を 図示 し た . 第 2 図 は 1967 年 9 月 か ら 
1970 年 4 月 迄 の 旬 毎 の 那 音 測 候 所 に 於 ける 平均 気温 用 
び 旬 間 の 雨量 の 合計 を 示し た も の で ある . Bm 16.0 
C の 高 さ を 横線 で 示し て ある が , これ は 第 10 表 に 示 
す よ うに 那覇 に お ける 平年 (1931…1960 間 の 月 平均 気 
温 ) の 月 平均 の 最低 気温 は 1 月 に あっ て , 約 16C で 
ある の で , 1967~'68, 1968—'/69 及び 1969—'70 の 
冬期 の 気温 と 平年 の それ と を 比較 し 得る た め に 引い た 
LOT, これ に よっ て , その 冬 が 平年 と 比較 し て 暖冬 
で あっ た か 寒い 冬 で あっ た か が 容易 た 判る . 

第 3 図 に は Dry-ice trap CHAE LABOR, 特に 
個体 数 の 多かっ た C.t. TOTO SS Ae.v. nipponii 
及び An. sinensis の 消長 を 示し た : 第 4 図 は 生 舎 に 
於 ける 同様 の 採集 成績 を , 第 5 図 は 豚舎 で の 成績 を 図 
示し た も の で ある . 第 6 図 は Light trap に よる 採 
集結 果 を 示し た も の で ある が , この 方 法 で は 前 述 し た 
よう に 探 集 個体 数 が 非常 に 少な く , C. £. summorosus 
及び C. p. fatigans 以外 は その 消長 を 吟味 する 事 は 
出来 な い 程 少 な か っ た の で , 上 の 二 種 の み に つ いて そ 
の 消長 を 示し た . 

第 2 図 及 び 第 10 表 か ら 判 る よう に , 1967168 OK 
は 12 月 か ら 3 月 中 旬 迄 の 間 は 平年 に 比 し て 非常 に 寒 
冷 で あっ た . 1968~'69 の 冬 は 沖縄 と し て は 暖冬 異変 
と いわ れ た 暖か い 冬 で あっ た . 1969/70 の 冬 は 中 間 
的 な 平年 に 近い 気温 の 冬 で あっ た . 

1968 年 は 3 月 上 旬 迄 の 気温 が 平均 より も 低い た め に 
C. t. summorosus は 牛舎 , WS, Light trap で は 
採集 数 が 非常 に 少な く 日 本 内 地 で 見 られ る よう に 7, 
8 月 或 る い は 9 月 に 出 盛 期 の 山 に 達し て いる . 所 が 
Dry-ice で は 2 月 下旬 に 突然 summorosus の QX 
112 個 体 が , X, 3 月 5 日 に は summorosus 704, C. 
neovishnui 23, 計 7270 9 BUE tESR Lc. その 後 減 
DL, 多少 の 増減 を 繰返し な が ら 7 月 下旬 に よう や く 
その 数 が 437 に 達し て いる . 

以上 の 1968 年 の 2 月 下旬 か ら 3 月 中 旬 に 堅 る 一 過 
性 の 山 を 越 年 山 の 出 現 と 見 る べき で は な いか と 考え , 
沖縄 に 於 いて も 日 長 の 短縮 する 9 月 中 , 下旬 頃 か ら 越 
年 に 入る 個体 が 現われ それ が 3 月 上 旬 頃 気温 が 16C 
前 後に な る と 出現 し て 来る の で は な いか と も 考え た . 

所 が , 1968 年 の 秋 か ら 1969 年 の 春 に か け て の sum- 


morosus の 活動 状況 を みる と , 全く 予想 し な か っ た 事 
実 が 観察 され た . 即ち , 先 に 述べ た よう に 1968—/69 
の 冬 は 暖冬 異変 と いわ れ た 程 温 暖 で あっ て 16C 以下 
に 低下 する 事 は 殆 ん ど な か っ た が 10 月 上旬, 下旬 に 
は 約 1000 個 体 , 11 月 下旬 に は 約 800, 1 月 中 旬 に は 
1170, 2 月 下旬 に は 1500, 4 月 下旬 に は 実に 3000 個 
体 (何れ も neovishnui を 含む 数 字 で ある が その 率 は 
summorosus の 約 4 に すぎ な い ) が 採集 きれ て い 
る . この 冬 に は 牛舎 で も 10 月 に 商 可 成り の 個体 が 
採集 され , 1 月 中 旬 , 2 月 中 旬 , 4 月 下旬 に 小山 が 見 
られ る . 豚舎 で は 調査 が 不 充分 で は あっ た が 2 AEA, 
5 月 上 旬 に 小山 が 出 て いる . Light trap で は 冬期 間 
その 数 は 極め て 少な か っ た が 然し 全く 採集 され な い 月 
は な い . | 
1969—'70 の 冬期 は 前 2 者 の 中 間 的 な 気温 状況 に あ 
っ た の で , 顕著 で は な い が Dry-ice trap で は 2 月 
下旬 (か ら 3 月 下旬 ) に 越 年 か ら 出 て 来 た と 思わ れる 
よう な 小山 が 現われ て いる が その 数 が 極め て 少な い の 
で 判然 と は し な い . 


(5 沖縄 産 暖 族 特 に C. t. summorosus OAH, 
或 る い は 秋 か ら 早 春 に 診 け る 活動 状況 と 九州 産 
の それ と の 比較 
長崎 産 summorosus @ 表 の 多数 個体 で は , 9 月 中 , 
下旬 頃 か ら 日 長 が 急速 に 短縮 し て いく と , 第 1 
follicle の 発育 が 低 度 に 止ま り , 吸血 率 が 極端 に 低下 
する か 或 る い は 全く 吸血 せ ず に 越 年 に 入る こと , 及び 
この 現象 は 気象 学 的 日 長 が 12: 307 よ り も 短縮 し て い 
く こ と に よっ て 起り , その 時 期 に 於 ける 気温 の 高低 に 
は 殆 ん ど 影 響 を 受け な い 事 に つい て は 河合 0969) が 
実験 的 並び に 自然 状況 に 於 ける 観察 結果 か ら 実 証し て 
いる . 即ち 九州 産 summorosus の ゞ 山 を 越 年 に 導入 す 
る 主要 要因 は 日 長 で あっ て 約 12 : 307 よ り も 短縮 し て 
いく と 環境 温度 に 拘ら ず gonoinactive と な り 越 年 
AS. これ に 反し て 日 長 が これ より 長く な れ ば 温度 
に 拘ら ず gonoactive で あり 得る こと に つい て も る 確 
認 し て いる . 然し , 気象 学 的 日 長 が 12: 30 E 0 OB 
MALT < BRICKS O PBA gonainactive に な 
る の で は な く , 僅少 個体 は gonactive の まま 吸血 し 
て 後に 栄養 生殖 分 離 を 起 し て 越 年 に 入り , 或 る も の は 
gonoactive の まま 吸血 と 産卵 を 繰 双 し て 越 年 に 入る 
こと な し に 冬期 の 始め 頃 迄 に は 死亡 する も の も あり 得 
る と 述べ て いる . 
河合 (1969) の 云う 長崎 の 9 月 の 日 長 及 び 旬 平均 気 
温 は 第 9 表 に 示す よう に , 9 月 中 旬 の 気象 学 的 日 長 は 
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Mean air temperature (°C) and total amount of precipitation (mm) at 10-day 
intervals from September, 1967 through April, 1970 at Naha Astronomical 


Station (cf, Table 10). 
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Fig. 3. 


1968 | 


Seasonal prevalence of the females of C. tritaeniorhynchus summorosus (Thick 
line), Ae, vexans nipponii (Medium line), and An. sinensis (Thin line) collected 
by a dry-ice trap from January, 1968 through April, 1970 in Ishikawa City. 
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Fig. 4. Seasonal prevalence of the females of C. tritaeniorhynchus summorosus (Thick 


line), de. vexans nipponii (Medium line), and An, sinensis (Thin line) collected 
at a cowshed from January, 1968 through April, 1970 in Ishikawa City. 
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Fig. 5. Seasonal prevalence of the females of C. tritaeniorhynchus summorosus (Thick 
line), Ae. vexans nipponii (Medium line), and An. sinensis (Thin line) collected 
at a pigsty from January, 1968 through April, 1970 in Ishikawa City. Dotted 
lines connect points when the figures were obtained at irregular intervals. 
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Fig. 6. Seasonal prevalence of the females of C. tritaeniorhynchus summorosus (Thick 


line) and C, p. fatigans (Thin line) collected by a New Jersey type light trap 
with a 20 watt incandescent lamp in Ishikawa City. 
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12:25' で 生物 学 的 日 長 は , それ に 日 没後 及び 日 出前 
の 30" ずつ を 加え た 約 13:30” で 下旬 以後 は 急激 に 
短縮 し て いく .。 所 が , 9 月 の 平均 気温 は 平年 で 23.9 


Table 9. Astronomical day length, and air 
temperatures in the normal year (mean 
of 1931—1960) and those in the successive 
three years from September, 1967 to 
April, 1970 at Nagasaki Marine Observa- 


tory. 
¡Day Temperature C 
Month Part ¡length x に 
$9. ¡Normal 
(hr: min) yea 1967 1968 1969 
Early 12:44 | 25.5 29.0 25.8 27.1 
Seb Middle | 12:25 | 23.9 23.1 24.7 25.9 
Late 12:04 | 22.3 22.8 22.3 24.8 
Mean 23.9 25.0 24.3 25.9 
E 11:44 | 20.3 20.3 22.4 19.3 
Oct, M 11:25| 18.7 19.3 17.5 19.0 
L 11:05 17.1 17.4 16.1 17.2 
M | 18.6 18.9 18.6 18.5 
E 10:46 | 15.4 16.5 15.5 14.0 
Nov. M 10:30] 13.8 13.1 11.2 14.2 
L 10:17 | 12.1 13.2 14.6 10.0 
M | 13.8 14.3 13.8 12.7 
E 10:08 | 10.2 6.9 149 91 
Dec. M 10 : 01 9.0 7.5 10.1 6.7 
L 10: 01 8.1 4.3 9.2 7.4 
M 9.0- 6.2 11.3 7.7 
Continue to next year 1968 1969 1970 
E 10:06| 7.1 7.7 4.5 5.5 
Ja, M 10 : 14 6.3 6.9 6.3 3.6 
L 10 : 28 6.3 5.3 12.1 6.0 
M 6.4 6.6 7.8 5.1 
E 10: 44 6.9 2.8 5.9 5.6 
Feb, M 11:02| 7.3 3.5 10.7 8.7 
L 11:22 8.4 4.8 5.5 10.1 
M 7.6 3.7 7.5 8.0 
e Puer 93 X 53 02 
Mar. M 11:57 | 10.1 10.0 86 6.4 
L |3232 184 11.4 12.3 11.0 9.6 
M 10.2 10.0 9.0 7.5 
E i 12:39) 13.2 15.1 12.7 12.6 
Aog M 12:59) 14.7 14.7 15.7 14.7 
L 』 13:18 | 16.1 15.8 18.0 15.4 
M 14.7 19:2 15.5 14.2 


Ja HE 


CC, 上 旬 は 大 体 25C 以上 の 高温 で ある が 中 旬 以 後 
は 年 に よっ て 変る が 大 体 24C 或 る い は それ 以下 と な 
5. 10 月 に 入る と 日 長 は 更に 短縮 し 気温 は 18~19C 


Table 10. Astronomical day length, and air 
temperatures in the normal year (mean 
of 1931— 1960) and those in the successive 
three years from September, 1967 to 
April, 1970 at Naha Astronomical Station. 


Day Temperature C 
Month Part length | 
Premi y Normal 
(hr: min) year 1967 1968 1969 
Early | 12:35] 27.3 28.1 27.4 28.1 
Sep. Middle | 12:20 26.8 26.6 21.0 28.6 
Late  |12:04| 26.0 25.3 26.6 27.9 
Mean 26.7 26.6 27.0 28.2 
E | 11:49 | 25.2 24.4 26.1 25.3 
Oct, M 11:34| 24.2 24.4 24.2 24.2 
L 11:20. 23.0 23.0 21.4 23.3 
M 24.1 23.9 23.8 24.2 
E TSE 025.9. 2319) BIO 92 
Nov. M 10:53| 21.3 22.5 19.5 21.5 
L |! 10:43| 20.2 21.4 21.4 18.7 
M 21.2 92:6 20.7 20.6 
E 10:36 | 18.9 17.2 21.6 18.0 
Dec. M 10:32] 18.1 15.3 18.1 16.3 
L ! 10:32! 17.5 14.6 18.3 17.3 
M | 18.1 15.7 19.3 17.2 
Continue to next year 1968 1969 1970 
E | 10 : 34| 16.6 15.6 15.4 16.0 
Jan. M [30541 36.0 25.2 128 134 
L 10:49] 16.0 15.5 21.4 15.8 
M 16.1 15.5 18.3 15.1 
E |11:03| 16.3 12.8 18.1 14.7 
re, M 11:16! 16.3 14.1 20.3 16.8 
L 11:30| 17.0 13.5 18.0 20.0 
M 16.5 13.4 17.8 17.0 
E 11:44| 17.5 15.2 18.5 15.6 
Mar. M 11:59 | 17.7 17.1 16.7 16.0 
L 12:15 | 18.4 18.8 19.3 18.0 
M 17.9 17.1 18.2 16.6 
E 12:32 | 19.2 20.0 18.8 19.0 
Apr. M 12:47, 20.5 19.7 22.2 20.4 
L 13:01 | 21.7 19.7 24.0 19.9 
M | 20.4 19.8 21.7 19.7 
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と な り 10 月 に 野外 で 羽化 する も の は 殆 ん ど が gonoin- 
active と な っ て 吸血 せ ず に 越 年 に 入る . 

以上 の 河合 の 観察 結果 が その まま 沖縄 に 当て は まる 
と すれ ば 9 月 の 那覇 で の 日 長 は 第 10 表 に 示す よう に ほ 
ほぼ 長 崎 で の それ に 相当 する か ら 沖 縄 に 於 いて も この頃 


か ら 多 数 個体 が 越 年 に 入る と 考え て も よさ そう で ある . 


所 が 実際 に は 既に 述べ た よう に 沖縄 の 冬期 に 於 ける 麗 
族 の 活動 は , 時 に 越 年 現象 が 起 る よう に も 見 える が , 
一 般 的 に は 気温 に よっ て 著しい 影響 を 受け , 日 長 に は 
顕著 な 影響 は 受け な いよ うに 見 える . 例え ば 沖縄 の 冬 
期 と し て は 平年 より ゃ 非常 に 低温 で あっ た 196768 
の 冬 に は 上 述 し た よう に 2 月 の 下旬 か ら 3 月 の 中 旬 に 
か け て 越 年 か ら 覚め て 出 て 来 た か に 見 える 9 MOB 
が Dry-ice trap (Fig. 3) で 採集 さき れ て お る が , 4 
(Fig. D, 豚舎 Fig. 5) 及び Light trap 


Aa 
Fas 


(Fig. 6) で は 極少 数 個体 ずつ し か 採集 され て いな い . 


所 が 1968169 の 冬 に は 既に 述べ た よう に 10 月 以後 
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4 月 迄 の 間 に Dry-ice trap で は 刻々 可 成 り 多 数 の 
Maz SH, FE 豚舎 及び Light trap COH 
夫 小 peak の 出現 が 見 られ 冬期 間 中 も 随時 成虫 の 活 
動 が 見 られ る 事 は 明らか な 事実 で ある . 1968—'69 の 
秋 か ら 春 に か け て の 期間 に 於 ける 那 一 で の 日 長 の 変化 
は 勿論 1967168 の 場合 と 全く 同様 で あり , Hou 
の み が 著 し く 差 が あっ た の で ある か ら , この 二 ヶ 年 の 
冬期 の 山 の 活動 状況 の 差 培 は 気温 の 差 に よっ て 起 っ た 
も の と 考え ね ば な ら な い . この よう に 考え て 来る と 
九州 産 の も の が 気温 に 拘ら ず 日 長 の 影響 に よっ て 越 年 
に 入る の に 反し て , 沖縄 産 の も の は 日 長 の 短縮 に も 拘 
ら ず gonoinactive に な る も の が 非常 に 少な く , 多 
数 個体 は gonoactive の まま , 主として 気温 の 影響 
に よっ て 低温 時 に は 活動 せ ず , 温度 が 多少 高く な る と 
冬期 で も 吸血 と 産 外 を 繰返し て いる と 考え ね ば な ら な 
い 。 こ の よう な 九州 産 の summorosus l WEO b O 
と の 生理 的 相違 は , strain の 差 と 考え る べき か 或 る 


Table 11. Monthly reported cases of Japanese encephalitis in the Ryukyus for 21 years 
from 1949 through 1969 (From the Health and Welfare Department, 
Government of The Ryukyu Islands), 
^... Month | 
CM Jan. Feb. Mar. Apr. May Jun. Jul. Aug. Sep. Oct Nov. Dec. | Total 
Year s - = AE _- Eas 

1949 1 0 0 0 1 15 12 10 1 11 0 0 51 
1950 0 0 0 0 0 3 24 3 0 0 0 0 30 
1951 0 0 0 1 0 1 52 10 2 3 0 0 69 
1952 0 0 0 3 0 32 9 6 I 0 0 1 52 
1933 0 0 0 0 1 6 163 38 3 1 0 1 213 
1954 | 0 0 2 1 5 89 12 T 1 5 2 0 118 
1955 0 0 1 4 15 16 6 4 4 1 1 0 32 
1956 0 0 1 2 6 112 21 1 1 3 0 1 | 154 
1957 0 0 j 0 2 39 13 1 3 1 0 2 52 
1958 0 0 2 1 21 28 9 2 5 4 0 0 72 
1959 0 0 0 0 5 28 9 6 10 9 0 0 | 67 
1960 O 0 1 0 6 32 10 1 3 4 1 0 58 
1961 0 0 0 0 7 S3 14 3 0 0 0 0 71 
1962 0 0 0 0 2 34 9 17 19 18 0 0 99 
1963 0 1 0 5 11 51 17 3 20 12 0 0 120 
1964 0 0 0 1 23 8 7 3 7 5 0 0 | 56 
1965 0 0 0 0 0 0 7 8 A y MEE. 
1966 0 0 0 1 3 5 5 8 1 1 0 1 25 
1967 0 2 0 2 2 9 3 3 9 4 2 0 32 
1968 0 0 0 1 1 9 9 5 3 3 2 0 33 
1969 1 2 1 1 4 6 3 1 1 3 0 0 25 
Total 2 5 9 23 115 S76 420 136 92 94 9 6 | 1487 
% 0.13 0.27 0.61 1.55 7.73 38.74 28,24 9.15 6.19 6.32 0.61 0.40 | 100.00 
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い は , 日 長 の 変化 の 仕方 が , 九州 で の それ より ゃ 激 し 
く な いた め に 超 る 現象 で ある の か 今 は 全く 判ら な い が , 
何れ に し て も ゃ 事実 上 冬期 も 日 長 の 短縮 と は 関係 な く 活 
動 を 続け , 面 も 盛ん な 吸血 活動 も 見 られ て いる 事 は 極 
め て 興味 が あり , 疫学 的 に は 極め て 重要 視 す べき 事実 
CHS. 196970 の 冬 は 上 述 の ょ うに 気温 が 前 2 ケ 
年 の 冬 の 中 間 に あ り 麗 の 発生 状況 も 中 間 的 様相 を 示し 


E JE HE 


て いる , C. t. summorosus WIADOBITOV THA E, 
Ae. v.nipponii は その 発生 数 が 極め て 多く , 時 に は 
C. t, summorosus より も 多発 する 場合 が か ある. An. 

sinensis は 以上 の 二 種 に つい で 多い 、 Light trap で 
は C. p. fatigans が 比較 的 多く 採集 出来 る が , これ 
ら の 敷 類 の 何れ も が 冬期 も 気温 に 応じ て その 発生 を 繰 
返し て いる 事 は 注目 すべ き 事 で ある . 


V 沖縄 で の 日 脳 患 者 の 月 別 発生 数 と 遇 の 季節 的 消長 と の 


関係 に つい て の 老 寮 


沖縄 で の , 1949 年 か ら 1969 年 迄 の 21 年 間 の , 月 別 
届出 患者 数 は 第 11 表 に 示す よう に , 患者 発生 の peak 
は 多く の 場合 , 6 月 に ある が 年 に よっ て は 7 月 に 現 わ 
れる 事 も ある . 然し 21 年 間 を 通じ て みる と , 6 月 の 
38.1% % peak と し て 7 月 の 28.2 を が これ に つぎ , 
その 前 後に 広範 囲 に 患者 の 発生 が 見 られ , 特に 年 末 に 
向っ て 可 成 り の 率 の 発生 が ある . これ と 比較 の た め に 
日 本 で は 気温 の 最も 高い 九州 各 県 毎 の , 1986 年 か ら 
196S 年 迄 の 10 年 間 の 合計 届出 愚者 数 を 表示 する と 第 
12 表 の よう に , 8 月 を 急 俊 な peak と し て 左右 に 同じ 
様 に 急 に 低下 し て いる . 同様 に , 日 本 全体 の 1949 ン 
1969 年 の 21 年 間 の 届出 患者 数 を 表示 する と 第 13 表 の 
通り で , 8 月 , 9 月 を peak と し て 患者 の 発生 率 は 年 
末 に 向っ て や や な だ ら か に 低下 する が , 6 月 以前 は 極 
め て 低 率 で ある . 

以上 の 3 003m UT REO AMAT RO 47 
を 図示 する と 第 7 図 の 如く , 日 本 全体 と し て は 患者 の 
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発生 が 北方 に 行く に 従っ て 多少 ずつ 遅れ る た め に 曲線 
は 右 へ 寄り , 九州 は 7 月 か ら 急 に 上 昇 し て 8 月 に 
peak に 達し 9 月 に は 又 急 低下 し て 7 月 及び 10 月 に は 
極め て 少な い 左 右 対称 的 な 急 俊 な 経過 を と る . 所 が 沖 
纏 の 場合 に は 既に 4 月 か ら 5 月 と 上 昇 し て 6 月 に 
peak に 達し 8, 9 月 に 向っ て 減少 する が 10H v 3 wh 
可 成り の 発生 率 が み ら れ る . 即ち , 非常 に 巾 広 い 範囲 
に 豆 っ て 患者 の 発生 が み ら れ る . EUA, 上 の 3 つの 
表 に 示し た 数 字 か ら , 人 口 10 万 対 月 別 患 者 数 を 比較 し 
て みる と 第 14 表 に 示す よう に 明らか な 差 が 見 られ , YE 
縄 で は 長期 間 に 互 っ て 患者 の 発生 が み ら れ る ば か り で 
な く , その 数 は 九州 の 約 2 倍 に 達し て いる こと が 判 
る . 

沖縄 で は , この 様 に 発生 患者 数 が 多い の に 8 月 と 9 
月 に だ け は , 全 九 州 及 び 全 日 本 の 発生 数 と 比較 し て 少 
な いこ と は 奇異 に 感ずる . その 理由 に つい て は 今回 の 
著者 の 実験 結果 か ら は 明らか で は な い . 即ち 牛舎 (第 


Monthly total reported cases for ten years from 1956 through 1965 of 


Japanese encephalitis in each prefecture of Kyushu (From the 
Department of Health of each Prefecture). 


Month 
Jan. Feb. Mar. Apr. May Jun. Jul. Aug. Sep. Oct Nov. Dec. | Total 
fecture 
Fukuoka 0 0 0 0 2 32 207 1084 182 5 0 0 1512 
Saga 0 1 0 0 6 9 100 145 38 1 4 2 306 
Oita 0 T 1 2 1 9 56 496 161 13 l 0 741 
Nagasaki | 0 0 0 1 1 2 83 305 117 22 5 0 536 
Kumamoto 0 2 2 1 1 22 174 309 146 21 9 11 704 
Miyazaki 0 0 0 1 1 1 90 549 120 28 3 1 800 
Kagoshima 0 0 0 6 18 54 274 805 234 33 5 3 1432 
Total 0 4 3 11 36 135 984 3693 998 123 27 17 6031 
26 | 0.00 0.07 0.05 0.18 0.60 2.24 16.32 61.23 16.55 2,04 0.45 0.28 100.00 


BAR 


4 図 ) 及び 豚舎 (第 5 図 ) か ら summorosus の 8 H, 
9 月 の 採集 成績 を みる と , 1968 年 に は 多かっ た が , 
1969 年 に は 多く な い . 然し , 一般 的 に 云え を る こと は , 


第 15 表 か ら 判 る よう に , 7 月 上 旬 に は 水田 の 水 を 落し 少 す る も の と 指 
て 中 旬 に は 稲 を 刈取 り , 8 月 上 旬 苗 代 を 作り , 中 旬 に 思 者 数 の 減少 を 原因 


Table 13. 


日 本 脳炎 の 疫学 と 関連 し た , BEOR neg A 


E 並 びに 季節 的 消長 に 関す る 研究 


Monthly reported cases of Japaness encephalitis in all Japan for 21 years 
from 1949 through 1969 (From Kokumin Eisei no Doko) 
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第 2 回 目 の 田植 の 準備 を する 迄 の 間 , 多く の 水田 は 落 
水 し た まま で ある こと で ある . この 故に 7, 8 
田 か ら 発生 する semmorosus は その 数 が 一 時 著しく 減 
RHA, この こと が 8, YA 


月 に 水 


の 発生 


し て いる の で は な いか と 思わ れ 


NN i Z | 

Jan. Feb. Mar. Apr. May Jun. Jul. Aug. Sep. Oct. Nov. Dec. , Total 
Year | i = R i HaT te es ーー 
1949 | 1 0 0 0 0 3 13 106 88 320 23 1284 
1950 0 0 0 0 1 17 3031 1856 266 15 5196 
1951 0 0 0 1 4 27 188 1208 607 118 38 2166 
1952 | 0 1 1 3 4 10 36 7n 219 422 73 30 3545 
1953 » 1 0 1 0 14 46 407 791 336 87 44 1729 
1984 | 0 3 2 3 12 16 4 287 990 341 45 18 1758 
1958 | 2 0 1 0 5  ]4 113 1853 1378 212 65 56 3699 
1956 0 1 0 1 8 33 77 2092 1723 431 96 Æ 4538 
1957 0 0 1 5 1 33 118 704 701 185 54 n 1793 
1958 0 0 0 0 1 30 200 1990 1386 232 37 18 3900 
1959 0 2 1 3 8 28 157 104 581 151 M 20 1979 
1960 1 2 3 1 14 40 169 801 413 107 22 34 1607 
1961 0 0 4 1 16 38 319 936 575 129 2 13 2053 
1962 2 0 2 1 5 17 71 424 645 131 30 35 1363 
1963 1 0 1 2 3 21 90 38 538 113 25 26 1205 
1964 1 0 0 i 4 16 169 1602 752 93 22 23 2683 
1965 0 1 1 0 4 6 125 564 33 9 39 11 179 
1966 0 0 0 1 0 dl 62 1038 1004 127 36 22 | 2301 
1967 A 0 0 0 2 19 93 S10 314 71 14 | 1028 
1968 0 0 0 0 0 12 26 8 M3 2 2 292 
1969 0 0 0 0 2 7 26 64 114 B 230 
Total 1l 1 17 24 110 375 1995 18818 18462 437] 843 491 45528 
% 0.02 0.02 0.04 0.05 0.24 0.82 4.38 41.33 40.55 9.60 1.85 1.08 | 100.00 


Table 14. Monthly reported cases of Japanese encephalitis per year per 100,000 population. 


~ Month 


Region ^. 


Jan. 


Feb. Mar. Apr. May Jun. jul. 


Aug. 


Sep. 


Oct. 


Nov. 


Dec. 


| 
¡Total 


Al Japan 0.001 0.001 0.001 0,001 0.006 0.019 0.103 0.970 0.951 0,225 


All Kyushu| 0 


0.003 0.002 0.009 0.028 0.105 0.768 2.881 


0.779 0,096 


All Ryukyus 0.011 0.028 0.051 0.130 0.649 3,249 2.369 0,767 0.519 0,330 


Remarks. 


0.043 


0.021 


0.051 


0.025 
0.013 
0.034 


2.346 
| 4.708 


| 8.388 


This Table is based on the total reported cases shown in Table 1 (all Jepan), 


Table 2 (all Kyushu), and Table 3 (all Ryukyus). 


of the three regions are roughly estimated as 92,415,195, 12,818,071 and 
844,102 during the years of rhe examinations respectively. 


Mean annual populations 
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5, 
次 に , FERS (1968 及び 1969) の 実験 結果 か ら 
1967—'68 の 低温 期 及び 1969 年 1 て 6 月 に 於 ける , 
居 殺 豚 の H I 抗体 の 陽性 率 を みる と , 第 16 表 に 示し た 
よら に 3 月 或 る い は 4 月 を 最低 と し て 8 月 か ら 再 び 上 


60 
—— All Ryukyus 
All kyushu 
—— — All Japan 


50r 


401 


30. 


20: 


Percentage of reported cases 
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Fig. 7. Comparison of the monthly percentage 
distribution of the reported cases of Japa- 
nese encephalitis, among (1) all Ryukyus 
(Table 11), (2) all Kyushu (Table 12), and 
(3) all Japan (Table 13). 


波 x HE 
昇 を 始め 6 月 に は 極め て 高く な る . 一 方 , 2-MEX 
受 性 抗体 の 出現 状況 を みる と 気温 の 低かっ た 1967 
'68 の 冬 に は 3 月 か ら 現われ 始め 4 H, 5 月 と 急激 に 
高く な っ て いる が , 気温 の 高かっ た 1969 年 の 冬 に は 
1 月 か ら 毎 月 豚 の 新 感 染 が み ら れ 4 月 , 5 月 と 急 に 高 
く な っ て いる . この 表 か ら み る と 気温 が 平年 並 或 る い 
(LEHI LR BAILA A ME p BAR EY 
繰返し , 豚 の 新 感 染 を 起 し て いる 事 が 推察 され る . 
以上 述べ た よう に 沖縄 で は 日 脳 患 者 の 発生 期間 が 長 
く その 発生 数 も 極め て 多い 事 が 認め られ る が , COR 
は 豚 で の 感染 が 冬期 で も 起 る こと と 感受 性 の 豚 が 年 間 
居 条 豚 中 に 常に 若干 ずつ 見 られ る こと と 深い 関係 が あ 
る よう に 思わ れる . 豚 に 於 ける 日 脳 感染 の 疫学 は 主 と 
し て C.t. summorosus の 発生 消長 と 密接 な 関係 が ある 
と 考え られ る が , 沖縄 の summorosus は 冬期 も go- 
noactive で ある か 或 る い は gonoactive な 個体 数 
の 率 が 高く て , 吸血 と 産卵 を 繰返し , 豚 へ の 日 脳 伝搬 
を 低 度 な が ら 継 続 し て いる の で は な いか と 考え られ る . 
A, 必殺 豚 の 中 に 感受 性 豚 が 殆 ん ど 常 に 混在 し て いる 
こと は 青 へ の 感染 , 従っ て 人 へ の 感染 を 長期 に 継続 発 
生 せ し め る の に 役立っ て いる も の と 考え られ る 。. 
感受 性 豚 が 常に 若干 ずつ 居 条 豚 の 中 に 見 られ る 事 は , 
炊 の 理由 に よる と 考え られ る . 即ち 第 17 表 に 示す よう 
に , 沖縄 で は , 水田 面積 が 非常 に 少な く , 特に 中 部 , 
南部 で は 然 り で ある . ここ で は 常に 水稲 の 作れ る 比較 
的 限ら れ た 場所 と , 主として 砂糖 キビ 或 る い は パイ ナ 
y ZA, 甘 諸 等 を 主要 作物 と し て いる 水利 の 不便 な 広 
範 な 場所 と が あり , 従っ て 場所 に よっ て summorosus 
の 発生 量 に 著しい 濃淡 が あり , 引い て は , MOH { 抗 
体 の 保有 率 に 場所 に ょ る 著しい 差 が み ら れ る も の と 考 
えら れる . ECX, 豚 が 多頭 飼育 され て いる 所 は 非常 


Table 15. Cultivation of rice plants in Okinawa. 
Early Mid- Early End of to Early Mid- 
Feb. Mar, days required Jun. Jun, Jul, Jul, 
The lst crop 35 d 80 d. 25—32 d. 8—15 d. 
E 20 
ap = 」 50 5 Z 
d め E Various manage- Y ments nS 9 
EE 3 2i : 
の zZ, a Om = 
The 2nd crop 15 d. 60 d, 25 d. 20 d. 
Early Mid- Mid- Early Late 
Aug. Aug. Oet, Nov, Nov, 


sensitive antibody of Japanese encephalitis of swine in the Ryukyu Islands reported 


Monthly distribution of Hemagglutination-inhibition antibody and 2-Mercaptoethanol 
in recent years by the workers of the Islands. 


Table 16. 
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"E E (0 EDI, 寧ろ 少数 の 豚 が 分 散 的 に 飼育 され て いる 事 
A) コロ ロロ Ag も 同時 的 に 感染 を 起き な い 原 因 の 一 部 で あろ うと 考え 
OS 
Q4 mue us ques SS DIOS M 
AEE d Q | Se Pra C. t. summorosus の 発生 量 は , 今回 実験 を 行っ た , 
i 店 
E eg 沖縄 と し て は 水田 面積 の 圧 常 に 多い , 石川 市 (第 1 図 
LAS aa 及び 第 17 表 参照 ) に 於 いて さえ , 日 本 各地 で の 発生 量 
E DOES 8 s9 と 比較 する と 可 成 り に 少な い . この こと は , 一 つ に は 
| | rà on 
IRE EOI BRA DÀ, ポ ぐ ART TP E 
A a = K 田 面積 の 少な い 事 に よる が , 終戦 以来 市 町 村内 外 の 
au - mow A , : TUM. " p ee idu 
9 E | [89 E DM mu BO RABAT LC 9 V Y FAO Rt Bilt TK 
: i o 
Iz Iggo| goo sE Ed ridi. KLUGE CORTE 
F a 〇 の E 
&|[" 3 OT BE WICKS ARAOR C. p. fatigans の 発生 
| o | | に 8 場所 を 主 な 対称 と し て いる よう ら に 思わ れ , summorosus 
+ 
Å Bs の 発生 する 水田 特に 市 町 村 の 中 心から 遠い 水田 に 対 
is [e し て は 散布 が 不 徹 底 で , 特に 近年 は 人 手 不足 の た め に 
e E 尚更 に 不 徹底 と な りつ つ ある . 水田 面積 の 少な いこ と 
vo 
E 5 u uM と , MSIE CU d oc S HMHO SIL O BO FEAL TI ah 
M ie 8 に 殺虫 剤 を 散布 し 続け て 来 て いる こと に よっ て , 
o a 
| の | BY summorosus の 発生 を 多少 は 少な くし て いる 事 は 事実 
Pn | . | 2 $ a 3 > 
OO | t6 ME a. の よら で ある . RL, この こと が 豚 の 日 脳 感染 を 長 び 
5| 5 | | に Sn de 
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こと に 関係 が ある と すれ ば 問題 で ある . この よう な 意 
味 に 於 いて 沖縄 で の summorosus の 冬期 に 於 ける 
activity に つい て の 基礎 的 な 研究 と 同時 に , 薬剤 の 
種類 と , 散布 の 場所 と 方 法 に つい て 再考 せ ね ば な ら な 
い 時 期 が 来 て いる よう に 思わ れる . 

以上 を 要する に 沖 編 産 の C. t. summorosus は 日 長 
に 対し て より は , 気温 に 対し て 寧ろ 鋭敏 に 反応 し て , 
冬期 も 温度 に よっ て は 多数 個体 が gonoactivity を 保 
持 し て 吸血 と 産卵 を 繰返し , 冬期 に も 尚 腔 へ の 感染 , 


Hi 


引い て は 人 へ の 不 顕 性 或 る い は 顕 性 感染 を 起 し 得る も 
の と 推測 され る . 更に 又 , 本 種 の 好適 発生 源 で ある 水 
田 が 非常 に 狭 少 で ある 上 に , 水利 の 不便 な 広範 な 畑地 
や 樹 園地 帯 の 間 に 分 散 し て いる の で , そこ ら で 飼 育 さ 
れ て いる 豚 集 団 の 間 に , 場所 に よっ て 日 脳 に 汚染 され 
る 時 期 及 びそ の 比率 に 大 き な 差 を 来 し , 引い て は 常に 
若干 の 末 感 染 懇 を 残す 結果 , 非常 に 長期 に 豆 つ て 日 脳 
の 流行 が 続く こと に な る も の と 考え られ る . 


V Summary 


Collections of mosquitoes the results of which are reported here were projected to learn 


the gonoactivity of mosquitoes, especially of the females of C. tritaeniorhynchus summorosus 


in cold months from September to April in Okinawa Main Island. In and around Ishikawa 


City (Fig. 1) of central Okinawa, mosquitoes were collected in 1968 by dry-ice traps, light 


traps, at henhouses, human dwelling houses, cowsheds, pigsties, and stables (Tables 2—8). 


The relative abundances of mosquitoes obtained by the various collection methods are compared 


in Table 1 which shows that C. t. summorosus is the highest in relative abundance in nearly 


all cases, and Ae, vexans nipponii is very high specially in dry-ice trap; An. sinensis, C. p. 


fatigans, M. uniformis, C. neovishnui, and Ar. subalbatus come next though not large in num- 


ber, while the other seven species are very small or rare in number. Table 1 also shows 


that C. p. fatigans is high in relative abundance in light trap, henhouse, and human dwel- 


ling house; C. neovishnui is very high in the percentage in henhouse: An. tessellatus which 


was recently reported its distribution firstly in Okinawa by Miyagi, Iha, and Kishimoto 


(1969) is, interesting to say, collected nearly only by dry-ice trap; and that the dry-ice trap 


is very effective to attract many mosquito species and to collect a greater number of fema- 


les of nearly every species than by any other collection methods. 


Seasonal prevalences of the female mosquitoes of three dominant species collected by 


dry-ice trap, at cowshed, pigsty and those of two species collected by light trap are illust- 


rated in Figs. 3 to 5, and in Fig. 6 respectively. 


The seasonal distributions of mean air 


temperatures and rain falls are given in Fig. 2 where a line is drawn at a level of 16C 


showing the lowest monthly mean temperature in winter at normal year at Naha Astronomi- 


cal Station. The Figs. show that in warm winter as in 1968—/69, many females of C, t. 


summorosus seem to be gonoactive and to repeat feeding and egglaying. It also seems true, 


though small in number, even in cold winter as in 1967— 68. The fact suggests that the 


females of Okinawa C. t. summorosus is little affected by shortening of day length in cold 


season but affected only by the environmental temperature. This is opposed to the case 


shown in females of Nagasaki summorosus which, according to Kawai (1969), is definitely 


affected by the shortening of day length becoming mostly gonoinactive on and after mid- 


September, in spite of being still high in environmental temperatures and induced to enter 


hibernation (cf. Tables 9 and 10). The other predominant mosquito species also seem to 


continue their gonoactivity throughout the cold months, though very low in grade in severe 


cold winter. The above facts are admitted by the catches of females, fed ones and males in 


the cold months. 
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Monthly reported cases of Japanese encephalitis in the Ryukyus (Table 11), in all 
Kyushu (Table 12), and in all Japan (Table 13) are compared in Fig. 7, and the monthly 
reported cases per 100,000 population is presented in Table 14. From these, it is cleary 
observed that in the Ryukyus the infection of the disease occurs nearly throughout the year; 
the peak of the number of cases appears as early as on June and not sharply decrease in 
number till late autumn; the number of cases per 100,000 people is twice as much as in 
Kyushu. The reason of the occurrence of many cases and long lasting epidemic of the 
disease in Okinawa seems to be due to the following points: The females of Okinawa 
summorosus can mostly maintain their gonoactivity throughout the year, even in cold month 
in spite of the shortening of day length: the population density of Okinawa summorosus is 
rather low even in places where its breeding places are rather large in area, much less in 
farm land where few places are only available for the larval breeding, because of being 
very small in area of paddyfields (Table 17) and operation of larvicide application though 
it is not so adequate at least for the control of summorosus larvae; and accordingly there 


remain at any time some number of susceptible pigs depending on the places where they are 


being raised. 
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